
2001 年京大後期理□3 文□4 共通 

(1) 

複素数平面上で、 ,1 を表す点を QP, とし、 z を表す点を R とする。 

直線 PQに関し、原点Oと対称な点を S とする。 
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同様に、
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 SRQSQR 、 1 RSQS である。 

これより、 S が表す複素数は 1 であり、 SR が表す複素数は 1 の定数倍かつ大きさが1であるから 
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または、
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(計算は省略)であるから 
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(2) 

2 を表す点をT とする。 TPO ,, を通る円を考える。 

OTOP  より 
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一方、(1)より
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ORT であるから、円周角の定理により、 

R は TPO ,, を通る円上の点である。 

したがって、題意は示された。(証明終) 

 

 

※(1)の z の表し方は、色々考えられるが、迷うなら直接計算した方が簡単。 

 理系と文系の違いは、角度の表記がラジアンか度数法かだけである。 
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